
「第４回 奈良県立医科大学附属病院 臨床研究 県民公開講座」 

開催実績のご紹介 

 

 令和 3年 3月 15日 

 

令和 3年２月 28日（日）、奈良県立医科大学様主催「第４回 奈良県立医科大学附属病院 臨床研究 県

民公開講座」が行われました。本講演会では「ハイブリッド形式」を取り入れ、現地開催（奈良県コンベンション

センター 天平ホールにて）・オンライン配信を行い、多数のご来場・ご視聴をいただきました。オンライン配信

を行うことで、現地参加の人数を抑え、密集・密接を避けての開催が可能になります。新型コロナウイルス感

染症拡大のリスクを軽減し拡大防止対策を行いながら、講演会・会議を行う事ができる「ハイブリッド会議」

はウィズコロナにおける新しい会議のかたちとして注目が高まっています。 

 

〇 ハイブリッド会議とは 

 

「実際に講演者・他の参加者と交流ができる」現地開催と、 

「好きな環境で視聴でき、新型コロナウイルス感染リスクへの心配がない」オンライン開催、 

それぞれの良さを発揮することができる新しい会議のかたちです。 

 

現地開催とオンライン開催を融合させた新しい会議形態として注目されています。現地参加人数の制限・

遠方からの参加・参加者の都合の良い時間に視聴が可能（オンデマンド配信を行った場合）など、コロナ禍に

おいて様々な利点があります。 

 

【オンライン配信方法例】 

 ・ZOOM（ウェビナー・ミーティング） 

 ・YouTube配信 

 ・ストリーミング配信 

 ・Microsoft Teams 等 

 

 

 

 

 

 

                             リハーサル時様子 

 



 

▶ 奈良県コンベンションセンターでのハイブリッド会議開催 

「安定したインターネット環境」 

  ⇒当館では施設一体の共有ネットワーク回線（無料）に加え、催事専用に専用ネットワーク回線（有料）のご

用意が可能です。本講演会ではオンライン参加者様より「接続環境が良く、ストレスなく参加することが

できた」などのご意見を頂いております。 

 

 「配信用機材の準備・手配」 

  ⇒ハイブリッド会議を行うにあたり、配信用機材等が必要となります。当館では、お客様のニーズに合わ

せて、機材・備品の手配を行います。配信内容・方法は多種多様であるため、ハイブリッド開催をご希望

される場合は、当館スタッフへご相談ください。 

 

 「安心の新型コロナウイルス感染拡大防止対策」 

  ⇒当館では下記の新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、下記の取組みを行っています。 

  ・新型コロナウイルス感染拡大防止対策備品の無料お貸出し 

  ・１Ｆ正面玄関入口にサーモグラフィの設置・検温の実施 

  ・建物内各所に消毒液の設置 

  ・建物全体・会議室内の常時換気 

  ・スタッフのマスク着用 

  ・「新型コロナウイルス接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）」の推奨 

  ・イベント主催者様への感染症対策実施の喚起 

 

〇 本講演会におけるハイブリッド開催概要 

 ・オンライン開催：ZOOM ウェビナー 

         ⇒会場（奈良県コンベンションセンター）での現地収録内容のライブ配信のみ。 

          リモート登壇者・参加者からの質疑応答は無し。 

 ・現地開催：奈良県コンベンションセンター 天平ホール 

         ⇒席数の制限・席間隔の確保・入場時の検温、消毒、新型コロナウイルス感染拡大  

          防止対策備品（無料貸出を行っております。詳細は当館ホームページ「お知ら 

          せ」をご参照ください。 

本講演会では、新型コロナウイルス関連のご講演をいただき、参加者の皆様にとって役立つ情報を 

ご提供いただきました。 

 

 

 

 

 

 



▶ お客様からのご意見（アンケート結果より） 

【イベント主催者様より】 

- 催事満足度：大変満足 

費用も含めた開催計画の実現に向けて、丁寧な対応と準備をしてもらえた。 

- 騒音もなく、オンライン用の撮影カメラを設置する場所も十分とれるほど天平ホール内のスペースが広

く、配信に適していた。 

- 今後の改善：天平ホール舞台袖の幕の隙間に人が映りこんでしまっていたので、カメラ・カーテンの位置     

を調節する必要がある。 

 

【現地参加者様より】 

- 現地参加ならではの良さ： 

「臨場感が感じられる」61名（回答人数） 

「会場、または会場付近を知ることができる」29名（回答人数） 

- 今後、奈良県コンベンションセンターでハイブリッド形式の催事があれば参加したいですか？ 

➡参加者の 75％（回答者 85名）「是非今後も参加したい」「今後も参加したい」とご回答 

  「会場の新型コロナウイルス感染症対策が良かった。」 

- コロナ禍において、ハイブリッド形式の催事を行う利点は何ですか。 

「遠方からの参加が可能になる。」 

「医療、介護従事者には、人の集まる場所に行くことを控えている方が多いので、ハイブリッド開催は有

効である。」 

-会場のコロナ対策はいかがでしたか。 

  ➡参加者の 89％が「非常に良かった」「良かった」とご回答 

 

【オンライン参加者様より】 

- 音声の聞こえやすさ：参加者の 86％が「とても聞こえやすかった」「聞こえやすかった」とご回答 

- 今後の参加意思：参加者の 86％が「是非参加したい」「参加したい」とご回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 受付の様子                              講演中 


